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　当所では県内 10 か所の公的病院，4か所の富
山県厚生センター，富山市保健所，衛生研究所
を定点として病原細菌の検出情報を収集してい
る．2020 年 1 月から 12 月までの検出情報を菌
種別および材料別に集計した ( 図 1，表１)．病院
で分離された Staphylococcus aureusについては，
methicillin-resistant S. aureus（MRSA）の割合
を求めた．
　図１に菌種別の分離菌数を示す．Escherichia 
coliが 4,431 株（29.1%）でもっとも多かった．

次いで，S. aureusが 2,410 株 (15.8%)，コアグ
ラーゼ陰性 S. aureus 1,515 株 (10.0%)，Klebsiella 
pneumoniaeが 1,076 株 (7.1%) であった．
　検出材料別病原細菌の分離菌数を表１に示す．
分離菌数は尿から 6,563 株（43.1％）と最も多く，
続いて喀痰，気管吸引液および下気道の材料から
3,386 株（22.2%），血液から 2,280 株（15.0%）
の順であった．これらの材料からの分離菌数で全
体の約 8割を占めた．この傾向は昨年と同様で
あった．しかしながら，分離菌総数 15,220 株は，
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図１．菌種別病原細菌分離状況（2020）
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昨年の 17,519 株の 86.9％と減少傾向を示した．
とりわけ，咽頭および鼻咽喉では昨年比 47.9%
と分離菌数が顕著に減少した．
　以下に材料別の分離状況について報告する．

糞便：分離菌数は 831 株で，前年の 70.3％であっ
た．最も多かったのは E. coli 362 株であったが，
前年の 615 株のおよそ半数に減少した．E. coli
（EHEC/VTEC）は 28 株分離され，その内訳は
血清群 O157 が 15 株，O26 が 6 株，Og91 が 4
株，O103，O100，OgN1 各 1株であった（デー
タ未掲載）．次に多かったのは S. aureus 234株（う
ちMRSA105 株 44.9％）で，前年の 91％であっ
た．Campylobacterは 153 株で前年の 86.9％で
あった．このように上位３菌種はいずれも前年よ
り分離菌数が減少していた．

穿刺液：分離菌数は 360 株で前年の 101.1％
であった．穿刺液からの分離菌数は 2017 年
からわずかではあるが増加傾向が続いている．
Anaerobes，E. coli，methicillin-sensitive S. 
aureus（MSSA），コアグラーゼ陰性 S. aureusが
多く分離された．

髄液：分離菌数は 6株 ( 前年は 3株 ) であった．

血液：分離菌数は2,280株，前年の101.4％であっ
た．E. coli，コアグラーゼ陰性S. aureus，S. aureus（内
MRSA38.4％）が多く，これら３菌種で 87.4％
を占めた．

咽頭および鼻咽喉：分離菌数は 635 株で前年の
1,327 株から大きく減少した（47.9％）．分離
されたのは �������	
��
	��������，Streptococcus 
pneumoniae，Streptococcus B の３菌種のみである．

喀痰，気管吸引液および下気道：分離菌数は
3,386 で前年の 4,436 株の 76.3％と大きく減
少した．S. aureusが 1,454（うち MRSA736 株
45.4％）と最も多く，Pseudomonas aeruginosa，S. 
pneumoniae，Klebsiella pneumoniae，��
 	��
�����
なども多く分離された．

尿：分離菌数は 6,563 株で前年の 97.3％であっ
た．E. coliの分離菌数は 3,127 株で最も多く，尿
からの分離菌数のおよそ半数（47.6%）を占めた．
Enterococcus　spp，S. aureus，K. pneumoniae， な
ども多く分離された．

陰部尿道頸管擦過 ( 分泌 ) 物：分離菌数は
1,159 で前年の 94.8％であった．昨年同様
Streptococcus,B ，Candida albicansが多く分離さ
れた．
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表１．材料別病原細菌分離状況（2020）
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表 2．月別・菌種の病原微生物検出状況（2020）
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